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令和６年度第１回長浜市支え合いの地域づくり推進委員会 

議事録 

 

日時：令和６年７月１９日（金） 

午前１０時３０分～午後０時２０分 

 場所：西黒田まちづくりセンター ホール     

 

＜出席者＞ 

（委 員）藤森忠夫、田部富子、𠮷村三津子、北川奈央、藤森泰志、藤田美惠子 

山下憲昭、橋本文男、三段﨑靜子、伊藤英司、安原秀男、山岡伸次 

（敬称略）以上 12人 

 

（地域包括支援センター）南長浜地域包括支援センター管理者 北川 

神照郷里地域包括支援センター管理者 川﨑 

浅井びわ虎姫地域包括支援センター管理者 丸岡 

湖北高月地域包括支援センター管理者 古脇 

木之本余呉西浅井地域包括支援センター管理者代理 沢田 

                                         以上 5人 

 

（事務局）長寿推進課長：大塚、副参事：福永、係長：主馬・堤内、主幹：山岸、中川 

健康推進課：富永 

長浜市社会福祉協議会：福本 

以上 8人 

 

＜欠席者＞ 

     松井善典、伊吹清栄 

（敬称略）以上 2人 

 

＜傍聴者＞ 

なし 

 

次第： 

１．開会 

 ２．報告・説明事項 

    ・支え合いの地域づくり推進委員会とは 

    ・令和５年度 一般介護予防事業実績報告 

    ・第３期 地域福祉活動計画について 

    ・令和５年度 生活支援体制整備事業実績報告 

 ３．西黒田きんたろうサポート会の活動紹介 

 ４．グループワーク テーマ：移動支援について 

参考資料 
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１．開会 

（長寿推進課長あいさつ）（省略） 

 

（事務局） 

・配布資料の確認 

・本日の日程について説明 

・委員交代（田部委員、藤森泰志委員のご就任、茂見委員の退任の説明） 

・委員 14人中 12人出席で過半数の出席により会議は成立したことを確認 

・傍聴者なし 

 

（委員長ご紹介） 

昨年度に引き続き、安原秀男様に委員長をお願いいたします。 

 

（委員長あいさつ） 

本員会で、皆様と共に知恵を出し合っていただきまして、お力添えをいただき、地域の施策を考

えていきたいと思いますので、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

 

２．報告・説明事項 

（委員長） 

本委員会では、地域で元気に生活し続けられる、また、地域で活躍できる地域づくりを進めるた

めに議論をする場であると思います。 

これからの支え合いの地域づくりに向けて、委員の皆様には各分野の代表として、活発にご意見

を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

それでは次第に沿って説明をお願いいたします。 

 

（事務局） 

   支え合いの地域づくり推進委員会とは・・・資料②により説明 

   令和５年度 一般介護予防事業実績報告・・・資料③により説明 

  

（委員） 

第３期 地域福祉活動計画について・・・資料④により説明 

   令和５年度 生活支援体制整備事業実績報告・・・資料④により説明 

 

（委員長） 

只今のご説明に関して、ご質問等ございましたらお願いいたします。 

 

（委員） 

  買い物支援については地域でも大変助かっているとの声を聞いています。移動販売車の停留所に

は地域で購入したベンチを設置し、利用者には交流の場として活用いただき喜んでいただいていま
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す。 

  また、介護保険料の上昇抑制のために元気高齢者を増やそうと、私の居住自治会では、４月から

毎週月曜日にみんなで集まって体操などをしています。参加者は７～８人ですが、できることをし

ようと思っています。 

 

３．西黒田きんたろうサポート会の活動紹介 

 

（委員長） 

それでは、これから実際に地域で生活支援活動を行われている「きんたろうサポート会」の活動

について、紹介をしていただきます。 

このあとのグループワークにもつながる内容となっています。 

それでは、よろしくお願いします。 

 

（委員） 

西黒田きんたろうサポート会の活動紹介・・・資料⑤により説明 

 

４．グループワーク 

 

（委員長） 

では、続きましてグループごとに討論をしていただきます。 

テーマは「移動支援について」です。 

今ほど、「きんたろうサポート会」の取組みの 1 つとして紹介もありました。また、「移動支援」

については、昨年度の本委員会でも、必要な支援・拡充すべき支援としてご意見がありました。 

討論としては、既存の生活支援ボランティア団体等に行っていただいている「移動支援」につい

て、支援の取組みを継続していただくためにできることは何か。また、地域に新たに「移動支援」

を担っていただけるような資源をつくるためにはどうすると良いか、について討論いただきたいと

思います。 

 

－以降、各グループでの討議－ 

 

（各グループの成果発表） 

●Ａグループ（発表者：委員） 

同じ生活支援ボランティア団体のスマイルサポート西浅井は、移動支援で使用する車両を長浜市

社会福祉協議会の木之本センターまで取りに行かれていることを聞きました。もっと気軽に使用で

きる車両があればいいと思います。 

また、厚意で送迎をしようと思っても、事故等が生じた場合の責任について不安があり、支援に

つながりにくいという話もでました。 

既存のデマンドタクシーなどを利用する場合では、その停留所までの移動が大変な高齢者もいる

ので、そういった人に対する支援も必要であるという話もでました。 

nakagawa-masaru
ハイライト表示
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●Ｂグループ）（発表者：委員） 

人に頼りたくないという思いを持っておられる人もいれば、近所にどう思われるか気にして支援

を使いたくても使えない人もいると思います。地区によっては、自治会の回覧で支援の案内をされ

るところもあるので、気軽に活用するためには、そういった取り組みは良いと思いました。 

報告にあったような生活支援ボランティアの取組みを継続していただくためには、その役割を担

う後継者が必要ですが、世代によって考え方が異なるので、その世代を意識した声かけや働きかけ、

助け合いが必要だと思います。そのため、世代ごとに合った支援、その取組を担う人や団体の検討

をしていく必要もあるのではないかという意見が出ました。 

 

●Ｃグループ（発表者：委員） 

労働人口が減っているので、高齢者にその役割を担ってもらうことは大切なことだと思います。

ただ、後期高齢者を超えてくると車の運転については不安が出てきます。 

大学生などの若い世代にアルバイトとして担ってもらってはどうかという意見もありましたが、

そもそも地域に若い世代が居住していない状況です。 

活動を継続していただくためには、生活支援ボランティアだけでなく、他の活動や取組みについ

ても当てはまることですが、活動する中でやりがいや楽しさを見つけてもらう、感じてもらうこと

も大事であると思います。やらされている感だけでは長続きはしないと思います。 

私が携わっているサロンでは、スタッフそれぞれに役割を決めて、その役割に責任を持っていた

だくことで、やりがいを感じてもらえるように図っています。 

 

●Ｄグループ（発表者：委員） 

グループ討論をする中で、長浜市社会福祉協議会が貸出しをしている「おでかけ号」について、

地域づくり協議会単位の団体等が対象であることを初めて知りました。活用が広がるように、広く

周知を図って欲しいと思います。また、大型車の貸出しだけではなく、小型車なども対応いただけ

ると、より活用の幅が広がるのではないかと思いました。 

また、高齢者の運転免許証の自主返納について、支援を目的とする市の施策としては、バスの回

数券等の無料交付がありますが、車社会から脱却できるような、高齢者の運転免許証の自主返納を

促進するような施策を期待したいと思います。 

生活支援ボランティア団体の支援の案内を紙面で配布されていると伺いましたが、デジタル化が

進んでいますので、スマホ教室など高齢者のデジタル化を推進していく取組みも必要であると感じ

ました。 

 

５．総括 

（委員） 

「何のための移動か」「何のための買い物か」を先に考える必要があります。単に移動するだけで

あればタクシーを利用すればよいという話になります。そうではなく、交流や安心感、そういう関

係や環境の中に生きていること、地域の中に住み続けることができる仕組みづくりにつながること

が大切です。 

nakagawa-masaru
ハイライト表示

nakagawa-masaru
ハイライト表示
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ハード面だけの支援で例を挙げますと、草津市が 10 年程前から市社協を通して地区社協に車の

貸出しをされています。保険や車検は市社協が負担されているとのことです。各地区の要望に応じ

て車を貸出しされているそうです。 

お金の話ではなく「何のためにやるのか」を考える必要があります。お互いが支え合う環境の中

で「移動支援」を今後どうしていくのか、検討していく必要があります。 

本日は、とても良い議論の時間であったと思います。 

 

（委員長） 

最後に委員の皆まさにお願いがございます。日頃から、それぞれのお立場で情報を収集し、また、

学習をしていただきまして、地域を支えるための課題、検討につきまして、次回以降もご協力いた

だきますよう、お願いします。 

 

６．その他 

（事務局連絡） 

本委員会の第２回目の開催について、詳細が決定したら案内させていただきます。 

本会場に移動販売車が来ていますので、お時間の許す委員様は移動販売の様子をご覧ください。 

 

以上 
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第１章 高齢者実態調査 

第
３
節 

調
査
の
結
果 

８ 今後の生活について 

（１）高齢になっても自立した生活を送るために必要なこと 

問 48 高齢になっても自立した生活を送るために必要なことは何だと思いますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 高齢になっても自立した生活を送るために必要なことは、「健診を受けたり､病気が悪化しないよ

う定期通院する等の健康管理を行うこと」が 76.4%で最も多く、次いで「生きがい､趣味活動を継続

すること」（58.3%）、「近所同士で助け合うこと」（37.0%）、「介護予防の取り組みを行うこと」（35.7%）

となっています。 

 

 

図表：高齢になっても自立した生活を送るために必要なこと〔複数回答〕 

（単位：％） 
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全体 35.7 76.4 58.3 37.0 7.8 13.0 24.7 15.4 10.4 4.0 3.4

南⻑浜圏域 36.7 74.7 60.7 33.4 7.9 12.6 24.5 15.6 10.9 4.7 2.8

神照郷⾥圏域 38.1 75.5 60.3 34.7 9.1 13.1 26.1 15.9 10.6 4.8 2.6

浅井圏域 30.2 76.3 55.9 38.4 8.8 12.7 24.8 17.9 11.1 3.9 3.8

びわ圏域 37.0 75.8 60.1 37.6 8.2 13.1 26.8 16.3 9.6 2.6 4.4

⻁姫圏域 30.6 84.2 56.1 42.9 10.2 11.2 25.0 14.3 11.7 2.0 3.1

湖北圏域 35.1 75.8 58.5 36.4 4.8 15.0 22.9 11.7 9.4 4.1 3.8

⾼⽉圏域 41.5 77.9 60.9 43.9 6.6 14.9 24.2 16.7 10.7 2.1 3.0

⽊之本圏域 34.2 76.0 54.9 39.1 7.2 12.5 25.2 13.7 10.5 3.6 3.9

余呉圏域 33.5 77.1 46.3 41.0 5.9 10.1 19.1 14.4 10.6 4.3 7.4

⻄浅井圏域 34.3 83.3 56.9 38.4 6.5 14.4 21.8 14.8 6.5 3.2 3.2

 

参考資料令和4年度高齢者実態調査結果 抜粋
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第１章 高齢者実態調査

第
３
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調
査
の
結
果 

（２）日ごろ生活する中で､不安に思っていること 

問 49 あなたが日ごろ生活する中で、不安に思っていることはありますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 日ごろ生活する中で､不安に思っていることは、「病気など健康状態が悪くなったときのこと」が

68.5%で最も多く、次いで「買物など日常生活ができなくなること」（36.3%）、「自分以外の家族の将

来､生活のこと」（25.9%）、「経済的に苦しくなること」（24.7%）となっています。 

 

 

図表：日ごろ生活する中で､不安に思っていること〔複数回答〕 

（単位：％） 
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全体 68.5 12.2 6.4 36.3 14.9 14.1 24.7 9.1 4.5 13.6 25.9 1.3 10.5 3.5

南⻑浜圏域 63.8 11.1 6.5 35.9 16.5 16.5 24.9 8.3 4.6 13.7 24.1 1.5 13.5 3.1

神照郷⾥圏域 68.9 11.7 7.2 36.8 14.1 14.2 24.8 8.6 4.6 12.7 26.7 1.6 11.3 3.2

浅井圏域 71.3 14.1 7.5 36.8 12.1 13.9 25.0 13.8 5.2 14.3 25.9 0.9 8.2 3.4

びわ圏域 68.2 12.0 3.2 33.8 14.3 13.4 23.6 6.1 4.1 12.0 24.8 2.6 8.7 5.0

⻁姫圏域 67.3 15.3 6.6 36.2 23.0 14.3 31.6 4.1 5.6 11.2 22.4 0.5 7.7 3.1

湖北圏域 72.5 10.7 5.6 34.4 16.0 12.0 22.6 8.9 4.3 16.0 29.3 1.3 8.7 3.1

⾼⽉圏域 70.4 14.0 6.0 39.4 15.5 12.5 22.7 11.6 6.0 11.3 31.0 1.5 7.8 3.3

⽊之本圏域 69.9 11.8 6.4 37.2 15.0 16.3 26.0 9.4 3.6 14.8 27.3 0.3 10.2 3.3

余呉圏域 69.7 10.6 8.0 31.9 11.2 10.1 25.0 8.5 4.8 13.3 20.2 0.5 8.5 8.5

⻄浅井圏域 69.4 13.4 4.6 38.4 13.0 7.4 21.8 9.7 1.9 18.1 21.3 0.5 12.0 2.8
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第１章 高齢者実態調査 

第
３
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査
の
結
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（３）現在､あなたの身の回りにある支援 

問 50 現在、あなたの身の回りにはどのような支援がありますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 現在､あなたの身の回りにある支援は、「特になし」が 49.4%で最も多く、次いで「地域の見守り」

（16.8%）、「サロン等地域住民の交流の場」（15.1%）、「買い物の支援」（9.5%）となっています。 

 

 

図表：現在､あなたの身の回りにある支援〔複数回答〕 

（単位：％） 
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全体 16.8 9.5 3.2 5.3 6.5 15.1 3.8 6.6 5.8 7.6 2.8 49.4 10.3

南⻑浜圏域 16.9 13.4 3.3 5.7 6.5 8.7 3.2 4.4 6.1 6.1 3.6 53.6 8.3

神照郷⾥圏域 13.8 9.0 2.7 4.5 5.6 11.5 2.7 5.0 4.1 5.2 2.8 53.2 11.5

浅井圏域 14.3 7.9 2.0 5.2 5.5 16.3 2.9 8.6 9.1 7.9 2.3 48.4 9.5

びわ圏域 20.7 7.9 2.9 5.0 7.9 17.5 5.8 8.5 5.0 7.3 1.5 50.7 7.0

⻁姫圏域 12.2 7.7 4.6 5.1 7.1 18.9 4.1 9.7 5.1 5.1 2.0 48.0 11.2

湖北圏域 20.1 9.2 2.3 4.1 4.8 19.1 2.8 6.1 5.6 3.8 2.5 46.3 11.2

⾼⽉圏域 19.4 8.4 3.9 7.2 8.1 21.8 6.3 9.0 6.3 8.7 3.0 43.3 10.4

⽊之本圏域 16.0 7.9 4.3 5.8 6.4 15.6 3.5 3.3 4.1 8.9 3.3 48.2 13.7

余呉圏域 27.7 9.6 3.7 5.9 10.1 26.6 5.3 3.2 6.9 21.3 2.7 33.5 13.3

⻄浅井圏域 19.9 9.7 4.6 5.6 9.3 26.9 8.8 24.5 10.6 20.8 1.9 42.1 7.4
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第１章 高齢者実態調査
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調
査
の
結
果 

（４）今の生活を続けていくために､今後必要な支援 

問 51 あなたが今の生活を続けていくために、あなたの身の回りには、今後どのような支援が

必要だと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

 今の生活を続けていくために､今後必要な支援は、「除雪､雪下ろし」が 34.5%で最も多く、次いで

「病院等への送迎」（34.4%）、「地域の見守り」「買い物の支援」（ともに 27.5%）となっています。 

 

 

図表：今の生活を続けていくために､今後必要な支援〔複数回答〕 

（単位：％） 

 

地
域
の
⾒
守
り 

買
い
物
の
⽀
援 

部
屋
や
庭
の
掃
除 

ゴ
ミ
出
し 

配
⾷
サ
ー
ビ
ス 

サ
ロ
ン
等
地
域
住
⺠
の
交
流
の
場 

相
談
窓
⼝
の
増
設 

往
診 

病
院
等
へ
の
送
迎 

除
雪､

雪
下
ろ
し 

そ
の
他 

特
に
な
し 

無
回
答 

全体 27.5 27.5 11.0 13.8 16.5 11.0 9.9 19.7 34.4 34.5 2.1 25.0 6.4

南⻑浜圏域 25.7 25.0 11.2 14.9 16.8 9.9 10.4 18.8 31.2 30.1 2.6 27.5 6.0

神照郷⾥圏域 26.8 26.1 10.5 13.0 15.0 9.3 10.0 19.8 33.4 33.2 1.6 24.8 5.8

浅井圏域 25.9 28.4 11.1 13.4 15.2 13.6 10.2 21.1 36.3 37.3 2.9 26.8 6.1

びわ圏域 28.9 30.9 8.7 12.0 17.5 12.8 8.2 16.6 32.7 31.5 2.6 29.2 5.8

⻁姫圏域 26.0 26.5 8.7 11.7 16.8 8.7 9.2 13.8 32.1 28.6 2.6 26.5 6.6

湖北圏域 28.2 25.4 8.1 10.4 15.3 8.9 10.9 19.3 35.6 29.5 2.0 25.7 7.6

⾼⽉圏域 31.6 28.4 13.4 16.7 20.0 14.0 11.0 21.2 35.8 38.5 1.8 20.9 7.5

⽊之本圏域 28.1 29.6 12.3 16.1 16.4 10.9 8.4 18.9 35.5 41.0 1.6 22.9 7.4

余呉圏域 33.5 30.3 10.1 16.0 15.4 12.2 8.5 20.7 36.7 43.6 0.0 17.0 8.5

⻄浅井圏域 28.2 34.3 15.3 11.1 21.3 16.2 12.0 28.7 44.4 41.7 3.7 19.9 5.6
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長浜市地区別高齢化率　　　
（単位：人）

男 女 計 男 女 計

29,746 30,500 60,246 6,699 8,680 15,379 25.53%

4,013 4,556 8,569 1,171 1,657 2,828 33.00%

旧第１連合 667 818 1,485 204 305 509 34.28%

旧第２連合 176 216 392 52 93 145 36.99%

旧第３連合 206 247 453 73 96 169 37.31%

旧第４連合 320 342 662 92 132 224 33.84%

旧第５連合 642 709 1,351 190 252 442 32.72%

旧第６連合 224 271 495 72 124 196 39.60%

旧第７連合 1,180 1,284 2,464 280 383 663 26.91%

旧第８連合 218 232 450 87 107 194 43.11%

旧第９連合 380 437 817 121 165 286 35.01%

六荘連合 7,148 7,344 14,492 1,321 1,715 3,036 20.95%

南郷里連合 5,330 5,214 10,544 1,209 1,474 2,683 25.45%

神照連合 9,932 9,899 19,831 1,950 2,452 4,402 22.20%

北郷里連合 1,859 1,881 3,740 552 707 1,259 33.66%

西黒田連合 931 1,045 1,976 313 438 751 38.01%

神田連合 533 561 1,094 183 237 420 38.39%

5,874 6,251 12,125 1,585 1,973 3,558 29.34%

湯田連合 2,967 3,174 6,141 605 756 1,361 22.16%

田根連合 682 715 1,397 267 329 596 42.66%

下草野連合 1,156 1,173 2,329 276 336 612 26.28%

七尾連合 581 626 1,207 213 255 468 38.77%

上草野連合 488 563 1,051 224 297 521 49.57%

2,998 3,202 6,200 987 1,283 2,270 36.61%

2,231 2,368 4,599 682 906 1,588 34.53%

3,757 3,972 7,729 1,112 1,416 2,528 32.71%

小谷連合 907 957 1,864 313 393 706 37.88%

速水連合 1,672 1,787 3,459 432 552 984 28.45%

朝日連合 1,178 1,228 2,406 367 471 838 34.83%

4,497 4,709 9,206 1,314 1,640 2,954 32.09%

富永連合 725 778 1,503 243 299 542 36.06%

高月連合 2,410 2,452 4,862 592 743 1,335 27.46%

古保利連合 712 771 1,483 268 323 591 39.85%

七郷連合 650 708 1,358 211 275 486 35.79%

2,928 3,218 6,146 1,052 1,390 2,442 39.73%

杉野連合 170 207 377 94 131 225 59.68%

高時連合 448 501 949 197 245 442 46.58%

木之本連合 1,887 2,039 3,926 589 812 1,401 35.69%

伊香具連合 423 471 894 172 202 374 41.83%

1,239 1,406 2,645 520 689 1,209 45.71%

1,664 1,793 3,457 611 785 1,396 40.38%

159 95 254 27 48 75 29.53%

55,093 57,514 112,607 14,589 18,810 33,399 29.66%

高月地域

令和6年10月1日現在

地域 ・ 地 区 ・ 連 合 自 治会
人 口 65 歳 以 上 人 口

高 齢 化 率

長浜地域

長浜まちなか連合自治会

浅井地域

びわ地域（びわ連合）

虎姫地域（虎姫連合）

湖北地域

木之本地域

余呉地域（余呉連合）

西浅井地域（西浅井連合）

その他

合　　　　　計


